
2 .アユ種苗確保試験

I 調査目的

不足しているアユ種苗確保の一環として人工ふ化飼育試験をおζない，本県における大量生産のた

めの基礎資料を得る。

E 試験内容

1. 調査期間 昭和51年9月'"5 2年6月

2. 調査場所 水試内

3. 担当者 淡水養殖部部長長峰良典

4. 調査項目

(1) 人工採卵ふ化試験

(2) ふ化稚仔魚飼育試験

(8) 異形魚調査

E 試験結果と今後の課題

1. 人工採卵ふ化

技師原口健二

1 0月9日と同 23日の2回で推定35，000粒を採卵し，推定21，500尾のふ化仔魚を得た。

2. ふ化稚仔魚飼育

(1) 飼育水と水温

第 1回目ふ化仔魚(A ) ，第2回目ふ化仔魚(B )とも淡水，漉過潟水， F主海水の11阪で飼育し，

Aはふ化後 160日目， Bは同 141日目で淡水馴致を完了した。水温は 150"， 160Cを予定して

いたがAは8.0'"1 9.50C， Bは8.7'" 1 9.4 oCと大きく変動した(第 1閃参照)。

(鉛生残状況(3月31日現在)

Aはふ化後160日目で生残数79尾(歩留り 5.3%)， B はふ化後 141 日目て~fWJ:'峨数

576尾(歩留り 2.9%)である。ふ化後3011以降では疾病等による大量発タEは認められなかっ

た(第2図)。

(8) 投与餌料

初期餌料にはA，Bともにシオミズツボワムシをうえ，その後マイワシスリ身，配合fiIl料およ

びタマミジンコを打千うえた。投与状況は第2閃のとおりである。

(4) 成長

A， Bをふ化後同n数でその成長を比べると飼育条件が幾分児っていたが，-'E期聞をii!1じてB

の力が良かった。また他県における平均的成長状況と比べても太足なく，ふ化後 70 I1 日にはシ

ラス明稚魚l乙，同 130日討にはほぼ鱗が出揃った。 3月31 fl:f見{t:Aは平均TL6.5 cm， j，iJ BL 

5.3 cm，同BW1.8g I乙， Bは推定平均TL5.8 cm，同BL4.9 cm，同BW1.2εl乙達した(;f，2同参

照)。
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3. 異形魚調査

ふ化後80'"'-100日目頃から外観的lζ極めて明瞭な異形魚が出現してきたので，その発生率，発

生郎1¥[等を謝任した。

(1) 天然アユと人工アユとの魚体比較

供i試A(l，は海I産経:アユ(fWi48.6月採捕)，湖庵稚アユ(昭48年6月小川原湖産と昭和52年6

月琵琶湖産)および人工生産アユである。これらの体長，体重関係は第3図のとおりで人工アユ

は天然アユに比べ若干体重が少なかった。又琵琶湖産アユと人工アユの胴長比(胴長X100) 
全長

を比べると人工アユの方が平均約3%短かかった。

(2) 外観上の異形

人工アユ 193尾について調査したと乙ろ約40%の個体に伺らかの異形が認められ，その内訳

は背曲り 40%，尾柄部と下顎骨の異形が各々 30%を占めていた。なお天然アユについては外観

上の異形が認められなかった。

(8) ソフテックスによる調査結果

人工生産アユ90尾と琵琶湖産アユ24尾および赤石川産親魚13尾をソフテックスフィル

ムにとり各個体の脊惟骨数，脊椎骨異形部位およびその症状等について調べた。その結果は第1

'"'-2表のとおりで，人工アユの異形は脊椎骨の前部と尾柄部に多くその症状等は椎骨 1'"'-1 0番

目(頭部から数えて)Iとみられる融合文は狭間隔と 59'"'-60番目の椎骨変形，嬢小が最も多か

った。一方天然アユでは若干の個体に椎骨のズレ等が認められただけであった。

以上のように実験室内で一応放流サイズまで飼育し得たが，今後は初期減粍と異形出現の原因究明

を主な課題とし，本県における種苗量産の為の基礎資料を得ていく必要がある。
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第3図 天然アユと人工生産アユとの魚体比較
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第 1図 飼育水温と海水注入の経過
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第 1 表 人工アユの脊椎骨調査結果

測定尾数 正常魚 2.2%( 2) 
脊惟骨数の分布 (%) 

5 9 6 0 6 1 6 2 6 3 
9 0尾 異常魚 97.8%( 88) 。 10.0 54.5 34.4 1.1 

部 位 異形の種類 尾 数 % 主 な 場 所

脊椎骨の 育椎融合又は狭間隔 5 8 7 O. 7 1"'101乙殆んどみられる

前部(1'"10) 椎骨変形又は媛小 2 3 2 8.0 1"'51乙多い

異形出現率 脱臼文はズレ 2 7 3 2.9 1 '" 5 Ic:.多い

93.2%(82/88) 曲 り 1 7 2 O. 7 9"'101乙多い

30番目が曲りの中心にな
脊椎骨の ゆるやかな曲り 38 86.4 

っているものが多い

中央部 (11"'54) 椎骨融合 6 1 3.6 

異形出現率

50.0%(44/田)
脱 臼 5 1 1. 4 

尾下骨変形 1 8 22.8 
尾柄部 (54........63) 

異形出現率
尾下骨軟条¢渡形又凶副曲

89.9%(79/路)
52 65.8 

椎骨の変形，媛小 6 5 82.3 59........6 Olc:.多い

60........ 6 1と
融 ~ 4 1 5 1. 9 

6 1........ 6 21c:.多い

曲 り
58"'59， 

18 22.8 
60........6 1に多い

脱 臼 2 2.5 5 8と601乙各l個

(注) 尾数は2つ以上の症状が重複しているものも含む。%は脊椎骨の前，中，尾柄部にみられた

異形尾数l乙対しての割合。
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第 2 表 天然アユの脊椎骨調査結果

IE 常魚、ミミ
脊 椎 骨 数 (%) 

測定尾数 67.5 % 59 6 0 6 1 6 2 63 

3 7尾 異常魚 琵琶湖
。 4.2 6 2. 5 33.3 。

32.5% 赤石川 。 。 3 8. 5 6 1. 5 。
採捕場所 見明の種類 尾 数 % 主 な 場 所

脊椎骨狭間隔 2 2 2. 2 1---10 

琵琶湖
0---1 

ス レ 6 6 6. 7 
2 4尾 9---13 

異形出現率 轡 曲
1 ---8， 5---9 

4 44.4 
15---35 

37.5% 

(9/24) 変形幾小 2 22.2 1 0， 4 5 

赤石川 狭間隔 1 33.3 1---6 

異形出現率
1---2 

2(33./1% 13) 
ス レ 2 66.7 4---5 

9---10 

※ 一部重復を含む
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